
議
会
だ
よ
り

あ
な
た
と
議
会
を
結
ぶ
架
け
橋

ゆ
ざ
わ
ま
ち

君
と
一
緒
に
暮
ら
す
町

…
…

  も
　

く
　

じ
  …

…
一

般
会

計
補

正
予

算
��� P

2
本

会
議

審
査

  �������� P
3

開
会

中
の

常
任

委
員

会
   P

5
議

員
表

決
結

果
報

告
  �� P

7

一
般

質
問

  ���������� P
8

議
員

全
員

協
議

会
����� P17

閉
会

中
の

常
任

委
員

会
   P18 

管
外

視
察

研
修

報
告

  �� P20

【
令

和
5

年
12

月
定

例
会

の
動

画
視

聴
】

12
月

7
日

か
ら

14
日

ま
で

の
定

例
会

や
一

般
質

問
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
通

じ
て

視
聴

が
で

き
ま

す
。

ラ
イ

ブ
配

信
も

し
て

い
ま

す
が

、
当

日
の

動
画

を
録

画
し

、
視

聴
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
機

会
に

ご
覧

く
だ

さ
い

。

令
和
6
年

第
152

号

1月
28日

発
行

令
和
5年12 月議会

発
行
／
新
潟
県
湯
沢
町
議
会

編
集
／
湯
沢
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

こ
の
度
の
令
和
6年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



・職員異動とふるさと納税にかかる予算計上
・ 債務負担行為※として、湯沢学園通学バス運行業務委託を追加
　※ 債務負担行為とは、歳出予算、継続費、繰越明許に定めたもの以外に、地方公共団体が債務を

負担することを定めたものです。例としては、その年度に契約を締結する（=債務を負担する）
ものの、支払いは翌年度になる場合には、歳出予算は翌年度計上になりますが、その年度に契
約を締結するためには、債務負担行為の設定が必要となります。

説明要旨

主
な
質
疑

Q

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
事
業
補
助
と
は
。

A

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
移
住
・
定
住
促
進
事
業
窓
口
業
務
、

駅
構
内
設
置
予
定
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
増
設
等
。

Q

保
健
文
化
賞
賞
金
の
活
用
法
は
。

A

授
賞
式
費
用
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
プ
ラ
ン
推
進
委

員
会
に
諮
り
事
業
に
活
用
。

Q

ふ
る
さ
と
納
税
経
費
の
内
訳
は
。

A

返
礼
品
に
つ
い
て
は
総
務
省
通
知
の
30
％
以
内
、

事
務
経
費
合
わ
せ
50
％
以
内
（
湯
沢
町
は
48
％
）。

Q

光
熱
水
費
の
高
騰
に
伴
う
公
衆
浴
場
指
定
管
理
料

の
増
額
は
、
管
理
団
体
の
決
算
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
補

填
と
し
て
は
。

A

高
騰
金
額
が
大
き
い
し
、
例
年
12
月
補
正
で
対
応

し
て
き
た
。
冬
季
シ
ー
ズ
ン
の
業
績
が
良
け
れ
ば
追
加

支
払
い
は
し
な
い
。

Q

雪
国
館
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
仕

様
変
更
内
容
は
。

A

映
像
が
大
き
く
映
る
よ
う
に
電
源
の
位
置
を
変
更

し
た
。

Q

移
住
・
定
住
促
進
事
業
に
問
題
は
あ
っ
た
か
。
ま

た
担
当
課
の
事
務
手
続
き
は
ど
こ
ま
で
や
る
か
。

A

問
題
は
な
い
。
相
談
か
ら
申
請
、
受
付
、
審
査
、

交
付
ま
で
。

総額３億3,914万3千円を追加
� 賛成全員  →  可決すべき　

主な歳出

総 務 費 　湯沢こころのふるさと基金事業  ����������������  2億4,641万円増

　戸籍・住民基本台帳等システム改修  ������������  1,048万9千円　

衛 生 費 　共同浴場指定管理料  ������������������������������ 1,600万円増

土 木 費 　除排雪機械・消雪施設修繕等  ���������������������� 3,800万円増

教 育 費 　雪国館改修等工事  �������������������������������� 1,100万円増

主な歳入

国庫支出金 　社会保障・税番号制度システム整備費  ����������  1,048万9千円　

県 支 出 金 　移住・就業等支援事業  �������������������������� 652万5千円増

財 産 収 入 　湯沢高原関連施設貸付収入  ��������������������  1,781万4千円増

寄 附 金 　ふるさと納税  ��������������������������������  1億7,000万円増

繰 入 金 　財政調整基金繰入金  ��������������������������  8,174万5千円増

　湯沢こころのふるさと基金繰入金  ������������������ 5,100万円増

諸 収 入 　湯沢高原関連施設第三者借地料徴収金  ������������ 592万3千円　

　保健文化賞賞金  �����������������������������������  200万円　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

審
査
特
別
委
員
会��
令和
5年度

委員長
南雲あや子

副委員長
髙 橋 政 喜

� 02� ゆざわまち�議会だより　第152号　令和6年1月28日発行

一
般
質
問

本
会
議
審
査

開
会
中
の
常
任
委
員
会

議
員
表
決
結
果
報
告

議
員
全
員
協
議
会

閉
会
中
の
常
任
委
員
会

管
外
視
察
研
修
報
告

一般
会
計
補
正
予
算



�

山
鳥
原
公
園
指
定
管
理
者
の
指
定�

　
山
鳥
原
公
園
管
理
組
合

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月

31
日

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

�

湯
沢
町
農
山
村
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー�

�

指
定
管
理
者
の
指
定�

　
湯
沢
町
農
山
村
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
委
員
会

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月

31
日

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

�

湯
沢
町
前
内
水
面
振
興
対
策
事
業
施�

�

設
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
）
指
定�

�

管
理
者
の
指
定�

　

一
般
社
団
法
人
湯
沢
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

パ
ー
ク

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月

31
日

　

賛
成
全
員 
→ 

可
決

�

旭
原
花
の
郷
体
験
交
流
施
設
（
体
験�

�

工
房
大
源
太
）
指
定
管
理
者
の
指
定�

　
農
事
組
合
法
人
滝
ノ
又
農
産

１２
月
７
日

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月

31
日

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

�

旭
原
花
の
郷
陶
芸
工
房
（
旭
窯
）
指�

�

定
管
理
者
の
指
定�

　
一
般
財
団
法
人
湯
沢
町
総
合
管
理
公
社

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月

31
日

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

�

湯
沢
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公�

�

表
に
関
す
る
条
例
制
定
規
程
の
制
定�

　
町
に
対
し
請
負
を
す
る
議
員
の
状
況
を

公
表
す
る
こ
と
等
に
よ
り
請
負
の
状
況
の

透
明
性
を
確
保
し
た
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

�

湯
沢
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改�

�

正
す
る
条
例
の
制
定�

　
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
議
会
基
本
条

例
等
改
正
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
証

を
行
っ
た
結
果
、
改
正
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

�

湯
沢
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の�

�

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

12
月
定
例
会��

本
会
議
審
査��

　
南
雲
正
議
長
が
、
去
る
10
月
11
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
臨
時
議
会
開
催
に
向

け
同
日
、
新
議
長
の
選
出
を
し
、
議
案
２

件
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

新
議
長
選
挙
の
結
果�

　
新
議
長　
白
井
孝
雄

　
前
副
議
長
の
白
井
孝
雄
議
員
が
議
長
に

当
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
続
い
て
副
議
長

の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

新
副
議
長
選
挙
の
結
果�

　
新
副
議
長　
宮
田
眞
理
子

�

湯
沢
町
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す�

�

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の�

�

制
定
に
つ
い
て�

　
本
年
12
月
１
日
よ
り
町
立
湯
沢
病
院
の

４
階
療
養
病
棟
を
介
護
保
険
施
設
に
転
換

し
、
新
た
に
湯
沢
介
護
医
療
院
「
雪
桜
」

と
し
て
開
設
す
る
た
め
の
改
正
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

�

令
和
５
年
度
病
院
事
業
会
計
補
正
予����

�

算
（
第
２
号
）�

　
町
立
湯
沢
病
院
の
空
調
用
冷
却
水
ポ
ン

プ
等
を
更
新
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、

�
第
6
回��

臨�

時�

議�

会
１１
月
8
日

施
設
整
備
費
を
１
億
１
，０
２
８
万
６
千

円
増
額
す
る
も
の
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

湯沢町保健医療センター湯沢町介護医療院

03� ゆざわまち 議会だより　第152号　令和6年1月28日発行 

一般
会
計
補
正
予
算

開
会
中
の
常
任
委
員
会

議
員
表
決
結
果
報
告

一
般
質
問

議
員
全
員
協
議
会

閉
会
中
の
常
任
委
員
会

管
外
視
察
研
修
報
告

本
会
議
審
査



土樽共同浴場「岩の湯」 下湯沢共同浴場「駒子の湯」

　
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
議
会
基
本
条

例
等
改
正
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
証

を
行
っ
た
結
果
、
改
正
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

賛
成
全
員 
→ 

可
決

�

公
衆
浴
場
法
第
３
条
中
の「
風
紀
に
必�

�

要
な
措
置
」に
関
し
て「
７
歳
以
上
の�

�

男
女
を
混
浴
さ
せ
な
い
」と
す
る
決
議�

　
公
衆
浴
場
に
お
け
る
子
供
た
ち
の
性
的

な
被
害
を
防
ぎ
、
ま
た
子
供
の
望
ま
な
い

混
浴
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
発
育
発
達
に
寄
与
す
る
た
め
、

決
議
を
提
案
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

�

公
衆
浴
場
法
第
３
条
中
の
「
風
紀
に�

�

必
要
な
措
置
」
に
関
し
新
潟
県
公
衆�

�

浴
場
の
設
置
場
所
の
配
置
及
び
衛
生�

�

措
置
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
中
に�

�

混
浴
年
齢
制
限
を
設
け
「
７
歳
以
上�

�

の
男
女
を
混
浴
さ
せ
な
い
」
と
定
め�

�

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書�

　
公
衆
浴
場
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
性

的
な
被
害
を
防
ぎ
、
ま
た
子
供
の
望
ま
な

い
混
浴
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
発
育
発
達
に
寄
与
す
る
た

め
、
決
議
を
提
案
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

�「
年
齢
計
算
二
関
ス
ル
法
律
」
の
改
正�

�

に
つ
い
て
の
意
見
書�

　
湯
沢
町
議
会
で
は
、
毎
年
、
請
願
の
趣

旨
に
賛
同
し
意
見
書
を
国
に
提
出
し
て
い

た
こ
と
か
ら
今
年
度
に
お
い
て
も
同
内
容

の
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

�

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第�

�

７
号
）�

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
８
，２
９
５
万 

６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
91
億
３
，４

３
１
万
７
千
円
と
す
る
。 

　
価
格
高
騰
低
所
得
世
帯
支
援
金
増
の
た

め
の
歳
出
歳
入
予
算
の
補
正
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決

１２
月
１4
日

議
案
第
57
号

�

湯
沢
町
会
計
年
度
任�

�

用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に�

�

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る�
�

条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

賛
成
討
論

 

南
雲
あ
や
子

　
湯
沢
町
で
は
、
こ
の
条
例
改
正
を
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
職
員
と
同
様
に
4
月
に
遡
及
し
て
差
額

が
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
人
の
入

れ
替
わ
り
が
激
し
く
対
応
が
困
難
、
と
し

て
遡
及
は
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

　
総
務
省
の
通
知
に
従
っ
て
差
額
を
支
給

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
給
与
自
体
が
改
善

さ
れ
上
が
る
こ
と
は
必
要
な
の
で
賛
成
。

請
願
第
３
号

�

国
に
対
し
「
刑
事
訴�

�

訟
法
の
再
審
規
程
（
再
審
法
）
の�

�

改
定
を
求
め
る
意
見
書
」�

反
対
討
論

 

岸
野
雅
人

　
こ
の
請
願
を
よ
く
読
ん
だ
つ
も
り
だ
が
、

法
的
な
仕
組
み
と
し
て
「
再
審
開
始
決
定

に
対
す
る
検
察
の
不
服
申
し
立
て
の
禁
止
」

な
ど
、
私
に
は
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た
。

　
議
会
議
員
と
し
て
、
筋
の
通
ら
な
い
も

の
、
理
屈
の
分
か
ら
な
い
も
の
に
は
賛
成

で
き
な
い
。

１２
月
１4
日

12
月
議
会

討

論

賛
成
討
論

 

南
雲
あ
や
子

　
こ
の
再
審
法
改
正
の
意
見
書
は
、
10
月

10
日
現
在
、
１
５
５
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。

　
再
審
と
は
、
冤
罪
か
ら
無
実
の
人
を
救

済
す
る
た
め
の
最
後
の
手
段
と
し
て
、
確

定
し
た
裁
判
を
も
う
一
度
や
り
直
す
制
度
。

　
刑
事
訴
訟
法
に
は
再
審
手
続
き
の
ル
ー

ル
が
な
い
に
等
し
い
実
情
に
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
冤
罪
は
、
最
大
の
人
権
侵
害
の

一
つ
だ
。
無
罪
の
人
を
救
う
に
は
、
再
審

し
か
な
い
。

請
願
第
４
号

�

若
者
も
安
心
で
き
る�

�

よ
う
、物
価
上
昇
に
見
合
う
老
齢
基�

�

礎
年
金
等
の
改
善
を
求
め
る
請
願�

賛
成
討
論

 

南
雲
あ
や
子

　
２
０
２
２
年
に
年
金
は
来
年
度
実
質
減

額
、
年
金
最
大
０
．６
％
目
減
り
と
新
聞

で
報
道
さ
れ
た
。

　
基
礎
年
金
の
減
額
が
低
所
得
者
層
を
直

撃
し
て
、
生
活
保
護
世
帯
の
急
増
を
招
き

消
費
の
減
退
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
住
民
税
や
介
護
保
険
料
・
国
保
税
の

納
付
額
に
も
つ
な
が
り
地
方
自
治
体
財
政

に
大
き
く
影
響
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
次
年
度
は
、
国
民
の
年
金
不
安
を
な
く

し
、
物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
改
定
を
。
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１２
月
７
日

議
案
第
56
号

�

湯
沢
町
職
員
の
給
与�

�

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す�

�

る
条
例
の
制
定�

　
国
は
令
和
５
年
８
月
７
日
の
人
事
院
勧

告
を
う
け
、
民
間
給
与
と
の
格
差
０
．

96
％
を
解
消
す
る
た
め
、
初
任
給
を
始
め

若
年
層
に
重
点
を
置
く
引
き
上
げ
る
改
定
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

議
案
第
57
号

�

湯
沢
町
会
計
年
度
任�

�

用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に�

�

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る�

�

条
例�

　
令
和
５
年
８
月
７
日
の
人
事
院
勧
告
に

基
づ
く
、
湯
沢
町
職
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
て
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
も
、

所
要
の
改
正
。
令
和
６
年
４
月
１
日
施
行
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

請
願
第
３
号

�

国
に
対
し
「
刑
事
訴�
�

訟
法
の
再
審
規
定
（
再
審
法
）
の�

総
務
文
教
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
渡
辺
千
恵

�

改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択�

�

を
求
め
る
請
願�

　
再
審
に
お
け
る
検
察
手
持
ち
証
拠
の
全

面
開
示
、
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察

の
不
服
申
し
立
て
の
禁
止
、
公
正
な
再
審

手
続
整
備
。
以
上
３
点
に
つ
い
て
の
請
願
。

　

賛
成
全
員 

→ 

採
択
す
べ
き

請
願
第
５
号

�　
人
以
下
学
級
実
現
、�

�

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分�

�

の
１
復
元
に
係
る
意
見
書
の
採
択�

�

を
求
め
る
請
願�

　

賛
成
全
員 

→ 
採
択
す
べ
き

議
案
第
58
号

�

湯
沢
町
国
民
健
康
保�

�

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条�

�

例
の
制
定�

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
改
正
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

30

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
南
雲
好
幸

議
案
第
59
号

�

湯
沢
町
手
数
料
徴
収�

�

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の�

�

制
定�

 

令
和
６
年
３
月
１
日
よ
り
、
戸
籍
謄
本

等
の
広
域
交
付
、
戸
籍
（
除
籍
）
電
子
証

明
書
提
供
用
識
別
符
号
の
発
行
、
届
書
等

情
報
内
容
証
明
書
の
交
付
等
が
始
ま
り
、

そ
の
手
数
料
を
新
規
に
追
加
す
る
た
め
、

手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

議
案
第
63
号

�

字
の
変
更
に
つ
い
て�

　
国
土
調
査
事
業
に
お
い
て
、
土
地
所
有

者
立
会
い
に
よ
る
境
界
の
確
認
の
結
果
、

字
の
構
成
が
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
に

つ
い
て
合
筆
す
る
た
め
の
変
更
。
大
字
湯

沢
地
内
の
34
筆
の
字
を
変
更
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

議
案
第
7１
号

�

令
和
５
年
度
国
民
健�

�

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第�

�

２
号
）�

　
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
２
７
９
万
９

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
11
億
９
，２
９

４
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。
歳
入
の
社
会

保
障
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
補
助
金

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
健
康
保
険
証
の
一

体
化
に
伴
う
周
知
広
報
の
事
業
費
分
。
一

般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
が
多
く
な
っ
て

い
る
た
め
２
４
４
万
円
を
増
額
す
る
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

議
案
第
7２
号

�

令
和
５
年
度
後
期
高�

�

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第�

�

２
号
）�

 

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
36
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
２
，４
４
１
万

５
千
円
と
す
る
。

　
歳
入
の
社
会
保
障
税
番
号
制
度
シ
ス
テ

ム
整
備
補
助
金
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
健
康

保
険
証
の
一
体
化
に
伴
う
周
知
広
報
の
事

業
費
分
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

議
案
第
73
号

�

令
和
５
年
度
介
護
保�

�

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）�

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
，９
１

７
万
円
を
追
加
し
、
総
額
９
億
７
，３
５

５
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
国
庫
支
出
金
を
５
５
４
万
７
千

円
、
支
払
基
金
交
付
金
を
５
８
０
万
５
千

円
増
額
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
介
護
保

険
シ
ス
テ
ム
改
修
２
７
５
万
３
千
円
は
、

介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

費
。
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
１
，８

０
０
万
円
。

Q

要
介
護
者
は
減
り
、
要
支
援
の
方
が

増
え
給
付
費
は
全
体
と
し
て
は
増
え
て
い

る
。
何
期
目
か
分
ら
な
い
が
、
年
度
末
残

高
は
大
体
予
定
通
り
か
。

A

今
８
期
で
最
終
年
度
で
あ
る
。
予
定

よ
り
は
多
く
、
基
金
は
積
み
上
が
っ
て
い

る
状
態
。

開
会
中
の
常
任
委
員
会
審
査�

開
会
中
常
任
委
員
会
審
査
と
は
、
定
例
議
会
中
に
行
わ
れ
る
議
案
審
査
を
本
会
議
の
議
決
に
先

立
っ
て
３
常
任
委
員
会
で
行
う
審
査
で
す
。
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賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

議
案
第
76
号

�

令
和
５
年
度
病
院
事�

�

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）�

　
収
益
的
収
入
で
は
、
事
業
収
益
の
う
ち

そ
の
他
医
業
外
収
益
を
20
万
２
千
円
増
額

し
て
お
り
、
病
児
・
病
後
保
育
事
業
委
託

に
対
し
、
国
の
補
助
金
要
項
規
定
に
よ
り
、

実
績
に
応
じ
て
精
算
が
発
生
し
そ
の
受
け

入
れ
収
入
と
湯
沢
病
院
の
修
繕
で
出
た
金

属
ス
ク
ラ
ッ
プ
売
却
分
。
収
益
的
支
出
で

は
、
病
児
・
病
後
保
育
業
務
委
託
の
精
算

分
を
一
般
会
計
に
繰
り
戻
す
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

請
願
第
４
号

�

若
者
も
安
心
で
き
る�

�

よ
う
物
価
上
昇
に
見
あ
う
老
齢
基�

�

礎
年
金
等
の
改
善
を
求
め
る
請
願�

　

賛
成
少
数 

→ 

不
採
択

陳
情
第
６
号

�

年
金
制
度
に
お
け
る�

�

外
国
人
へ
の
脱
退
一
時
金
の
是
正�

�

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め�

�

る
陳
情�

　

賛
成
な
し 

→ 

不
採
択

議
案
第
60
号

�

湯
沢
町
下
水
道
事
業�

�

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定�

　
令
和
６
年
度
か
ら
下
水
道
事
業
が
地
方

公
営
企
業
法
適
用
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

Q

前
と
ど
こ
が
違
う
の
か
。

A

今
ま
で
の
湯
沢
町
特
別
会
計
条
例
と

い
う
の
は
、
下
水
道
特
別
会
計
、
公
共
下

水
を
設
置
す
る
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
決
め

て
い
る
。

Q

複
式
簿
記
だ
と
資
産
台
帳
が
必
要
だ

が
ど
う
す
る
の
か
。

A

３
年
前
か
ら
外
部
の
コ
ン
サ
ル
を
入

れ
て
い
る
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

議
案
第
6１
号

�

湯
沢
町
下
水
道
施
設�

�

改
修
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例�

�

の
制
定�

　
令
和
６
年
度
か
ら
下
水
道
事
業
が
地
方

公
営
企
業
法
適
用
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

下
水
道
施
設
改
修
基
金
を
取
り
崩
し
、
流

動
資
産
と
し
て
運
用
す
る
た
め
、
本
条
例

を
廃
止
す
る
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

議
案
第
6２
号

�

湯
沢
町
水
道
事
業
の�

産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
並
木
利
彦

�

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を�

�

改
正
す
る
条
例
の
制
定�

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
資
本
剰
余
金
の
扱

い
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

議
案
第
64
号

�

町
道
の
廃
止
、
変
更�
�

及
び
認
定�

　
廃
止
す
る
路
線
…
貝
掛
二
居
線

　
変
更
す
る
路
線
…
萱
付
線

　
認
定
す
る
路
線
…
二
居
中
央
線

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

議
案
第
74
号

�

令
和
５
年
度
下
水
道�

�

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）�

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９

億
１
，５
１
２
万
９
千
円
と
す
る
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

議
案
第
75
号

�

令
和
５
年
度
水
道
事�

�

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）�

 
こ
の
補
正
予
算
は
、
収
益
的
収
入
及
び

収
益
的
支
出
を
増
額
す
る
。
事
業
収
益
の

う
ち
他
会
計
補
助
金
を
12
万
円
増
額
し
、

総
額
を
３
億
７
，７
９
８
万
３
千
円
と
す

る
。
収
益
的
支
出
で
は
、
事
業
費
用
の
う

ち
総
係
費
を
２
万
９
千
円
増
額
し
、
総
額

を
３
億
３
，７
４
９
万
６
千
円
と
す
る
。

　

賛
成
全
員 

→ 

可
決
す
べ
き

議
会
活
動
日
誌

10
月
４
日　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
５
日　

 

湯
沢
町
認
定
こ
ど
も
園
運
動
会
参
画

　
　
　
　
　

 

令
和
５
年
度
国
道
３
５
３
号
県
境
開
削

促
進
協
議
会
総
会（
群
馬
県
中
条
町
）

　
　
11
日　

 

議
会
運
営
委
員
会 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

導
入
検
討 

視
察（
刈
羽
村
）

　
　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

 

チ
ロ
ル
州
セ
ル
デ
ン
町
訪
日
団
歓
迎
夕

食
会

　
　
13
日　

 

町
村
議
会
議
員
後
期
研
修
会（
新
潟
県

自
治
会
館
）

　
　
16
日　
南
雲
正
議
長　
葬
儀

　
　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
18
日　
生
活
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
22
日　

 

２
０
２
３
湯
沢
町
ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
23
日　

 

湯
沢
町
議
会
基
本
条
例
等
改
正
検
討
委

員
会

　
　
24
日
～
25
日

　
　
　
　
　

 

全
国
町
村
監
査
委
員
会
研
修
会（
東
京

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ

Ａ
）

　
　
24
日　

 

令
和
５
年
度
南
魚
沼
地
域
合
同
除
雪
出

動
式（
国
土
交
通
省
塩
沢
除
雪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）

　
　
25
日　

 

新
潟
県
町
村
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念

祝
賀
会

　
　
26
日　

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
27
日　

 

令
和
５
年
度
一
般
国
道
17
号
新
三
国
ト

ン
ネ
ル
開
削
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
及

び
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
例
月
出
納
検
査　
監
査
委
員

　
　
28
日　

 

湯
沢
町
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
学
習
発

表
会
・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
参
画

　
　
30
日　

 

令
和
５
年
第
２
回
魚
沼
地
域
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
及
び
監
査（
八

色
園
）

　
　
31
日
～
11
月
２
日

　
　
　
　
　

 

生
活
福
祉
常
任
委
員
会　

視
察
研
修

（
東
京
八
王
子
・
神
奈
川
県
横
浜
市
・

横
須
賀
市
・
大
井
町
）

11
月
6
日
～
14
日

　
　
　
　
　
定
期
監
査　
監
査
委
員

　
　
６
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
８
日　

 

第
６
回
臨
時
会（
正
副
議
長
改
選
）
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一
般
質
問

一般
会
計
補
正
予
算

本
会
議
審
査

議
員
表
決
結
果
報
告

議
員
全
員
協
議
会

閉
会
中
の
常
任
委
員
会

管
外
視
察
研
修
報
告

開
会
中
の
常
任
委
員
会



　
　
　
　
　
第
13
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
第
14
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
10
日　
毛
渡
沢
水
力
発
電
所
開
所
式

　
　
12
日　
令
和
５
年
度
湯
沢
町
芸
能
発
表
会

　
　
13
日　

 

湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
50
周
年

記
念
を
祝
う
会

　
　
14
日　

 

上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路「
十
日

町
・
六
日
町
間
」整
備
促
進
連
絡
協
議

会 

総
会
・
要
望
会
・
意
見
交
換
会

　
　
15
日　

 

南
魚
沼
市
正
副
議
長
挨
拶 

来
庁

　
　
16
日　

 

湯
沢
町
議
会
基
本
条
例
等
改
正
検
討
委

員

　
　
17
日　

 

正
副
議
長
挨
拶
廻
り（
魚
沼
市
・
津
南

町
）

　
　
21
日　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
24
日　

 

湯
沢
地
区
町
内
会
長 

懇
談
会（
湯
沢
地

区
選
出
議
員
）

　
　
27
日　
例
月
出
納
検
査　
監
査
委
員

　
　
28
日　

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

 

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
議
員
事
業
説
明
会（
新
潟
県
自
治
会

館
）

　
　
29
日
～
30
日

　
　
　
　
　

 

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
及
び
令
和
５

年
度
町
村
議
会
議
長
全
国
研
修
会
・
実

行
運
動（
県
関
係
国
会
議
員
へ
要
望
活

動
）・
議
長
会
議
・
新
潟
県
町
村
議
会

議
長
会
令
和
５
年
度
第
３
回
臨
時
総
会

（
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル・ホ
テ
ル
ル
ポ
ー

ル
麹
町
）

　
　
29
日　

 

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合 

監
査（
八
色
園
）

12
月
４
日　

 

令
和
５
年
度
青
少
年
問
題
協
議
会

　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
５
日　

 

神
立
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
安
全
祈
願
祭

　
　
６
日　

 

議
案
勉
強
会

　
　
７
日
～
14
日

　
　
　
　
　

 

第
７
回
議
会
定
例
会（
会
期
８
日
間
）

　
　
13
日　

 

湯
沢
高
原
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭
及
び

「
山
頂
カ
フ
ェ
」内
覧
会

　
　
14
日　

 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
第
15
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
20
日　

 

ス
キ
ー
振
興
協
協
議
会

　
　
22
日　
財
政
援
助
団
体
監
査　
監
査
委
員

　
　
27
日　

 

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合 

監
査（
八
色
園
）

　
　
　
　
　
例
月
出
納
検
査　
監
査
委
員

・採決結果の記載方法（可＝賛成多数で可決・採択等の場合：否＝賛成少数で否決・不採択等の場合）
・表決結果の記載方法（議員個々の賛否：賛成＝○・反対＝×・欠席＝欠）：議長は採決に参加できません

議 員 表 決 果結 報 告 令和5年11月臨時会及び12月定例会

提
出
者

議　　　　案　　　　名
採
決
結
果

飯
田
正
義

水
谷
幸
乃

南
雲
あ
や
子

渡
辺
千
恵

南
雲
好
幸

並
木
利
彦

髙
橋
政
喜

岸
野
雅
人

田
村
計
久

宮
田
眞
理
子

11
月
臨
時
会

町　
長　
提　
出

湯沢町病院事業の設置等に関する条例の一部改正 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和5年病院事業会計補正予算（第2号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12　
月

定

例

会

湯沢町職員の給与に関する条例の一部改正 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
湯沢町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
湯沢町国民健康保険税条例の一部改正 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
湯沢町手数料徴収条例の一部改正 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
湯沢町下水道事業の設置等に関する条例の制定 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
湯沢町下水道施設改修基金条例を廃止する条例の制定 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
湯沢町水道事業の設置等に関する条例の一部改正 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
字の変更 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町道の廃止、変更及び認定 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
山鳥原公園の指定管理者の指定 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
湯沢町農山村開発総合センターの指定管理者の指定 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
湯沢町新内水面振興対策事業施設（フィッシングパーク）の指定管理者の指定 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
旭原花の郷体験交流施設（体験工房大源太）の指定管理者の指定 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
旭原花の郷陶芸工房（旭窯）の指定管理者の指定 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和5年度一般会計補正予算（第6号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和5年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和5年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和5年度介護保険特別会計補正予算（第2号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和5年度下水道特別会計補正予算（第3号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和5年度水道事業会計補正予算（第1号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和5年度病院事業会計補正予算（第3号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請
願
・
陳
情

国に対し「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書」の提出 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
若者も安心できるよう物価上昇に見合う老齢基礎年金等の改善を求める請願 不 〇 〇 〇 × × × × × × ×
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度2分の1復元に係る意見
書の採択を求める請願 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択を
求める陳情 不 × × × × × × × × × ×

議
会
提
出

湯沢町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
湯沢町議会議員の請負の状況の公表に関する条例施行規程の制定 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
湯沢町議会基本条例の一部を改正する条例の制定 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
湯沢町議会議員政治倫理条例の一部改正 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公衆浴場法第3条中の「風紀に必要な措置」に関して「7歳以上の男女
を混浴させない」とする決議 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

公衆浴場法第3条中の「風紀に必要な措置」に関し新潟県公衆浴場の設
置場所の配置及び衛生措置の基準等に関する条例中に混浴年齢制限を設
け「7歳以上の男女を混浴させない」と定めることを求める意見書

可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「年齢計算ニ関スル法律」の改正についての意見書 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度2分の1復元に係る意見書 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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会
計
補
正
予
算

本
会
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審
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開
会
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常
任
委
員
会

一
般
質
問

議
員
全
員
協
議
会

閉
会
中
の
常
任
委
員
会

管
外
視
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研
修
報
告

議
員
表
決
結
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報
告



京
都
市
の
よ
う
な
観
光
の
効
果
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
は

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
来
町
調
査

冬
季
や
繁
忙
期
の
夕
飯
難
民
対
策

質問
河
川
の
氾
濫
等
の
防
災
で

活
用
さ
れ
て
い
た
Ａ
Ｉ
カ

メ
ラ
が
昨
今
道
路
の
交
通
状
況
、

人
の
通
過
や
滞
留
人
数
等
の
混
雑

情
報
を
デ
ー
タ
で
測
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ

を
主
要
箇
所
へ
設
置
し
、
町
内
外

へ
情
報
発
信
を
し
つ
つ
、
湯
沢
観

光
の
発
展
に
向
け
た
デ
ー
タ
収
集

に
役
立
て
て
は
。

質問
昨
シ
ー
ズ
ン
駅
周
辺
で
夕

飯
難
民
の
方
々
が
多
く
い

た
が
、
今
後
の
改
善
策
や
検
討
し

て
い
る
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

答弁
湯
沢
町
の
観
光
に
と
っ
て

大
き
な
課
題
だ
と
考
え
て

い
る
。
現
時
点
で
は
冬
期
間
に
湯

沢
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
３

台
程
度
置
く
こ
と
や
１
月
か
ら
３

月
ま
で
各
月
で
ゆ
ざ
わ
ナ
イ
ト
マ

答弁
観
光
産
業
を
効
果
的
に
成

長
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

何
よ
り
も
ま
ず
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
ベ
ー
ス

と
な
る
市
場
調
査
や
お
客
様
の
動

き
の
把
握
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
精

度
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

情
報
、
今
回
の
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
の
活

用
も
そ
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
る

の
で
今
後
研
究
を
し
て
い
く
。

ル
シ
ェ
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

上
越
線
を
活
用
し
六
日
町
周
辺
の

飲
食
店
を
誘
導
す
る
よ
う
な
ポ
ス

タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
南
魚
沼

市
と
作
成
す
る
予
定
だ
。

&Q
A

湯沢観光や関連産業情報を
まとめたリーフレット作成は

行政のデータも含めDMOと
作成を検討している

飯
い い

　田
だ

　正
ま さ

　義
よ し

（文責）

質問
雪
国
観
光
圏
が
雪
国
観
光

圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
政
策
を
主
導
さ
れ
て

い
た
大
社
先
生
を
は
じ
め
、
観
光

庁
や
新
潟
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
の
方
々
が
当
日
講
師
と
し
て
来

ら
れ
た
。Ｄ
Ｍ
Ｏ
は『
地
域
の「
稼

ぐ
力
」
を
引
き
出
す
と
と
も
に
地

域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る

地
域
経
営
の
視
点
に
立
っ
た
観
光

地
域
づ
く
り
の
司
令
塔
』
と
し
て

の
立
ち
位
置
を
観
光
庁
と
し
て
定

め
て
い
る
。
湯
沢
町
観
光
振
興
計

画
に
は
『
観
光
消
費
額
や
経
済
波

及
効
果
等
を
定
期
的
に
発
信
す
る

こ
と
で
、
町
の
基
幹
産
業
と
し
て

の
観
光
産
業
の
実
態
を
広
く
共
有

し
て
い
き
ま
す
』
と
あ
る
が
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
例
と
し
て
出
さ
れ

て
い
た
京
都
市
の
よ
う
な
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
は
。

答弁
振
興
計
画
の
戦
略
７
に
イ

ン
ナ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
掲
載
が
あ
り
、
地
域
内
へ
の
分

か
り
や
す
い
情
報
共
有
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
観
光
産
業
や
関

連
産
業
、
産
業
の
目
指
し
て
い
る

姿
等
は
、
行
政
の
デ
ー
タ
の
開
示

も
含
め
て
湯
沢
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
と
も
に

検
討
し
て
い
く
。

観光の効果を分かりやすくお伝えするためのリーフレット「私たちの暮らしと京都観光」
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&Q
A

町としてできる終活支援を
整備せよ

実施する方向で勉強させてい
ただく

宮
み や

　田
た

　眞
ま

理
り

子
こ

（文責）

質問
生
活
福
祉
常
任
委
員
会
視

察
研
修
の
横
須
賀
市
で
学

ん
だ
二
つ
の
就
活
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
町
で
も
是
非
整
備
す
る
べ

き
と
感
じ
た
。

　
一
つ
目
は
、
生
活
に
ゆ
と
り
が

な
い
方
を
対
象
に
、
民
間
事
業
者

と
協
力
し
て
、
低
額
で
葬
儀
納
骨

ま
で
を
支
援
す
る
「
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
で

あ
る
。

　
二
つ
目
は
す
べ
て
の
希
望
す
る

市
民
を
対
象
に
「
私
の
終
活
登

録
」
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
緊

急
連
絡
先
、
支
援
事
業
所
、
か
か

り
つ
け
医
、
延
命
意
思
書
の
保
管

場
所
、
終
活
ノ
ー
ト
の
保
管
場
所

等
等
、
ご
自
身
が
お
元
気
な
う
ち

に
登
録
し
、
倒
れ
て
自
分
で
伝
え

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
し
た
時
に
、
消

防
・
警
察
・
病
院
・
福
祉
事
務

所
・
本
人
指
定
の
方
か
ら
照
会
が

あ
っ
た
場
合
内
容
を
お
知
ら
せ
す

る
制
度
で
あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
事

業
に
よ
り
市
民
の

死
後
の
尊
厳
が
守

横須賀市のパンフレット

   

 

 

２ 生前契約・支援プラン策定 

３ 連携・支援 ⇒ 心配事の解決 

１  相 談・情報提供 

  

  
ら
れ
る
と
い
う
。
最
善
の
策
は
生

前
解
決
で
あ
る
。

　
独
居
死
亡
者
の
自
宅
か
ら
遺
書

が
見
つ
か
っ
て
も
、
生
前
の
意
志

が
生
か
せ
な
い
。

　
身
寄
り
が
な
い
方
が
救
急
搬
送

さ
れ
、
終
活
登
録
を
し
て
い
た
た

め
緊
急
連
絡
先
が
分
か
り
入
院
す

る
こ
と
が
で
き
た
な
ど
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　
湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
勉

強
会
を
行
っ
て
お
り
、
湯
沢
病
院

で
も
「
わ
た
し
の
心
づ
も
り
シ
ー

ト
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
町
と
し
て
し
っ
か
り
と

終
活
支
援
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

答弁
生
活
福
祉
常
任
委
員
会
の

視
察
研
修
に
同
行
の
健
康

福
祉
部
長
、
健
康
増
進
課
保
健
師

か
ら
、
身
寄
り
の
な
い
方
の
身
元

保
証
問
題
、
引
き
取
り
手
の
な
い

遺
骨
な
ど
の
最
善
の
策
は
生
前
解

決
に
あ
り
、
住
民
の
尊
厳
を
守
る

こ
と
を
理
念
に
行
っ
て
い
る
二
つ

の
事
業
を
報
告
を
受
け
て
い
る
。

市
民
に
寄
り
添
っ
た
良
い
事
業
だ

と
思
う
。

　
社
協
、
湯
沢
病
院
の
取
り
組
み

も
あ
り
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か

調
査
検
討
し
て
い
く
。
実
施
す
る

方
向
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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在宅における介護は、
町内どこであれ平等に

遠隔地は人手不足もあり、
町内平等はその通り

髙
た か

　橋
は し

　政
ま さ

　喜
き

（文責）

質問
二
居
・
浅
貝
地
区
の
冬
期

間
の
訪
問
介
護
は
今
年
よ

り
社
会
福
祉
協
議
会
に
て
実
施
決

定
。（
訪
問
介
護
は
年
間
事
業
）

し
か
し
皆
さ
ん
へ
の
周
知
が
不
足

で
は
な
い
か
。

答弁
木
曜
・
土
曜
の
週
２
回
実

施
の
周
知
は
再
度
行
う
。

※ 

詳
し
く
は
、
一
般
質
問
を
パ
ソ

コ
ン
等
で
見
ら
れ
ま
す
。

質問
町
道
大
峰
線
の
大
峰
山
近

く
の
展
望
台
付
近
道
路
が　

凸
凹
で
あ
り
通
行
に
支
障
が
あ
り
、

整
備
す
る
考
え
は
無
い
か
。

答弁
栄
太
郎
峠
の
先
ま
で
町
道

認
定
で
あ
り
、
ま
た
新
潟

県
や
南
魚
沼
市
・
湯
沢
町
が
進
め

る
ゴ
ー
ル
デ
ン
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

と
し
て
予
定
し
て
い
る
の
で
整
備

は
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。
４

３
０
ｍ
が
対
象
。

遠
隔
地
の
冬
期
間

ヘ
ル
パ
ー
利
用
は

町
道
、
大
峰
線
の

道
路
整
備
は

質問
多
く
の
高
齢
者
の
団
体
が

訪
れ
て
い
る
が
遊
歩
道
に

危
険
個
所
が
見
ら
れ
る
。
遊
歩
道

の
整
備
は
行
っ
た
が
弱
者
の
事
も

考
え
て
整
備
さ
れ
た
の
か
。

答弁
遊
歩
道
も
46
年
の
年
月
が

過
ぎ
ル
ー
ト
も
何
度
か
変

え
た
、
し
か
し
希
望
大
橋
か
ら
入

る
人
達
も
多
く
下
り
の
階
段
が
危

険
の
た
め
階
段
の
改
良
を
行
う
。

　
滑
り
止
め
対
策
は
行
う
。

大
源
太
湖
の
周
辺

遊
歩
道
整
備
は

質問
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

事
業
実
施
要
項
で
は
、
通

常
の
交
通
機
関
の
利
用
困
難
の
人

の
為
に
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、

経
済
的
負
担
軽
減
と
い
う
な
ら
ば

介
護
保
険
タ
ク
シ
ー
の
選
択
肢
は

な
い
の
か
。

答弁
現
在
近
隣
に
介
護
保
険
タ

ク
シ
ー
の
業
者
は
無
い
の

で
。質問

「
湯
沢
町
地
域
防
災
計

画
」
に
お
い
て
避
難
所
に

お
い
て
備
蓄
物
資
は
多
く
あ
る
と

思
う
が
、
食
料
は
「
お
に
ぎ
り
、

パ
ン
等
の
簡
単
な
調
達
食
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
高
齢
者
・
障
害

の
あ
る
人
達
の
た
め
に
嚥
下
食

（
え
ん
げ
）
の
備
蓄
は
い
か
が
か
。

答弁
順
次
備
蓄
し
て
ま
い
り
ま

す
。

介
護
タ
ク
シ
ー

助
成
事
業
は

災
害
時
の

備
蓄
品
は

大源太湖遊歩道

大峰山展望台 町道大峰線
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横須賀市の終活支援、
見習おう

それら事業を参考に調査・検
討していく

岸
き し

　野
の

　雅
ま さ

　人
と

（文責）

　
生
活
福
祉
の
視
察
研
修
で
「
周

没
期
の
尊
厳
と
行
政
の
責
務
」
な

る
研
修
を
し
た
。

① 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・
サ

ポ
ー
ト
（
限
定
条
件
下
の
方
が

対
象
）

　
本
人
の
意
思
に
よ
り
協
力
葬
儀

社
と
生
前
契
約
、
行
政
が
支
援
し

納
骨
ま
で
見
届
け
る
。
生
前
の
意

思
が
叶
え
ら
れ
、
さ
ら
に
行
政
に

よ
る
埋
葬
を
回
避
。

② 

終
活
登
録
制
度
（
年
齢
や
経
済

状
況
は
不
問
）

　
終
活
情
報
を
行
政
に
登
録
し
登

録
証
を
発
行
、
緊
急
の
際
、
警

察
・
病
院
・
救
急
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
必
要
事
項
を
適
切
に
伝
え
、

登
録
者
の
身
元
を
保
証
し
、
情
報

や
契
約
を
活
か
し
た
円
滑
な
対
応
。

質問
さ
て
湯
沢
町
、
身
寄
り
の

な
い
高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
の
方
、
障
が
い
や
健
康
の
不
安

を
抱
え
支
援
や
介
護
の
必
要
が
あ

り
、
か
つ
周
囲

と
の
お
付
き
合

い
の
な
い
方
が

増
え
て
い
な
い

か
。

　
旅
行
者
も
移

住
者
も
多
い
、

人
が
倒
れ
て
い

て
も
ど
こ
の
誰

だ
か
分
か
ら
な

い
。
そ
ん
な
傾

向
は
続
く
し
増

え
る
と
思
う
。

「
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
」
記

入
を
促
す
だ
け

で
な
く
、
住
民

の
安
心
に
繋
が

る
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。

　
構
想
の
理
解
浸
透
に
は
時
間
が

か
か
る
し
、
能
力
と
努
力
も
必
要
。

導
入
へ
の
考
え
は
い
か
が
か
。

答弁
提
案
の
２
事
業
を
参
考
に

調
査
検
討
し
て
い
く
。

　
社
協
や
湯
沢
病
院
の
取
り
組
む

事
業
と
も
連
携
す
る
。

質問
①
は
職
員
採
用
の
見
直
し

や
組
織
編
成
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
る
。
現
場
の
専
門
能
力
を

有
す
る
職
員
の
確
保
に
は
処
遇
が

課
題
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
②
③
の
人
材
確
保
と
養
成
は
、

各
々
３
年
に
２
人
ず
つ
養
成
し
て

も
10
年
で
６
人
。
現
在
の
立
ち
遅

れ
た
現
状
か
ら
す
る
と
、
15
～
20

年
計
画
で
の
人
材
確
保
と
養
成
が

必
要
。「
今
は
何
と
か
な
っ
て
い

る
」
で
は
な
く
、
将
来
の
安
定
の

た
め
。
15
～
20
年
先
に
向
け
た
計

画
が
必
要
。
い
か
が
か
。

① 

保
健
師
や
保
育
士
の
身
分
や
権
限
の
拡
大
を
。

② 

土
木
・
建
築
な
ど
技
術
系
人
材
の
確
保
・
養
成
を
。

③ 

デ
ジ
タ
ル
技
術
系
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
養
成
を
。

質問
結
局
、
問
い
合
わ
せ
は
役

場
に
来
る
。
情
報
管
理
は

公
務
員
が
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。答弁

主
体
が
町
と
な
る
の
は
同

感
。

答弁
①
保
健
師
は
今
議
会
で
権

限
拡
大
、
保
育
士
も
検
討
。

②
は
Ｒ
６
適
正
化
計
画
で
、
養
成

も
含
め
検
討
す
る
。

③
は
計
画
的
に
養
成
に
努
め
る
。

　
職
員
の
や
る
気
を
喚
起
し
つ
つ
、

採
用
も
考
慮
。

質問
「
や
る
気
」
だ
が
、
資
格

能
力
手
当
て
は
あ
る
の
か
。

総務部長

答弁
な
い
。
国
も
な
い
。

資料の一部

総
合
的
な
人
材
確
保
の
長
期
計
画
を
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&
保健師の処遇とあり方

処遇改善に向け給料表の改正
を行った

南
な

　雲
ぐ も

　あや子
こ

（文責）

質問
湯
沢
町
で
は
２
０
０
０
年

か
ら
介
護
予
防
事
業
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
介
護
認
定
率
は

13
．
52
％
で
新
潟
県
で
は
一
番
低

い
。
こ
の
よ
う
な
実
績
を
作
っ
て

き
た
保
健
師
の
役
割
は
大
き
い
。

実
績
と
仕
事
内
容
を
ど
う
評
価
し

て
い
る
の
か
。

答弁
多
岐
に
わ
た
り
町
民
に
寄

り
添
い
成
果
を
上
げ
て
い

る
も
の
と
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

質問
湯
沢
町
の
保
健
師
は
、
係

長
以
上
の
職
位
に
就
い
て

い
る
も
の
は
い
な
い
。
職
員
労
働

けんこつ体操教室

組
合
と
の
交
渉
で
も
町
長
は
、
職

位
の
必
要
性
を
検
討
す
る
と
し
て

い
る
。
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
、

今
回
の
給
料
表
改
正
に
至
っ
た
の

か
。答弁

医
療
職
と
行
政
職
と
の
給

料
等
の
差
は
認
識
し
て
い

る
。
担
当
部
局
と
相
談
し
、
や
る

気
を
喚
起
で
き
る
職
階
に
し
た
。

質問
新
し
い
級
別
職
務
分
類
表

を
運
用
し
、
さ
ら
に
専
門

的
知
識
を
大
い
に
発
揮
し
て
も
ら

い
部
長
職
な
ど
に
道
を
開
き
元
気

な
町
に
。

答弁
今
回
の

改
定
で
、

課
長
職
を
設
け

た
。
部
長
職
へ

の
処
遇
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と

は
今
後
の
課
題

と
な
る
。

空
き
家
等
へ
の
対
応

状
況
と
今
後
の
対
策

質問
現
在
、
空
き
家
は
１
５
３

件
、
そ
の
内
危
険
建
物
は

49
件
と
の
こ
と
。

１�

，
こ
の
調
査
は
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
っ
た
も
の
か
。
ま
た
、

苦
情
や
相
談
は
あ
る
か
。

２�

，「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
」
に
定
め
る
危
険

家
屋
等
の
所
有
者
に
助
言
・
指

導
・
勧
告
を
行
っ
た
例
は
あ
る

か
。

３�

，
空
き
家
対
策
と
し
て
は
、
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例
に
よ
る

も
の
と
空
き
家
情
報
登
録
制
度

（
空
き
家
バ
ン
ク
）
に
よ
る
も

の
が
あ
る
が
、
双
方
の
関
係
と

連
携
は
。

答弁
１
，
平
成
29
年
度
に
実
態

調
査
を
業
者
委
託
し
、
そ

の
後
の
情
報
を
加
除
し
た
。
苦

情
・
相
談
は
年
数
件
あ
る

２
，
助
言
・
指
導
・
勧
告
は
な
い

３ 

，
空
き
家
対
策
は
防
災
管
財
課
、

空
き
家
バ
ン
ク
は
企
画
観
光
課
。

実
態
調
査
を
共
有
し
連
携
し
て

い
る
。

質問
危
険
家
屋
の
解
体
は
、
特

別
措
置
法
に
基
づ
く
「
空

家
等
対
策
計
画
」
を
各
自
治
体
が

策
定
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

て
い
る
。
湯
沢
町
は
、
こ
の
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
空
き
家
を
撤
去
し
や
す

い
よ
う
に
独
自
の
補
助
制
度
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。

答弁
「
空
家
等
対
策
計
画
」
は

今
年
度
中
に
作
成
す
る
。

独
自
の
補
助
制
度
は
危
険
を
未
然

に
防
ぐ
効
果
も
期
待
で
き
る
の
で

必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。
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ＧＸの取組みは

湯沢町も積極的に取組む

並
な み

　木
き

　利
と し

　彦
ひ こ

（文責）

質問
「
療
育
」
と
は
「
治
療
教

育
」。
発
達
に
遅
れ
が
あ

る
子
供
た
ち
の
た
め
の
治
療
と
教

育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。
魚
沼

圏
内
で
小
規
模
の
療
育
セ
ン
タ
ー

の
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答弁
新
た
に
施
設
を
つ
く
り
ス

タ
ッ
フ
を
確
保
し
て
運
営

し
て
い
く
こ
と
は
、
今
の
段
階
で

は
厳
し
い
。

質問
治
療
教
育
大
切
だ
が
、
そ

の
子
の
両
親
が
現
実
を
客

観
的
に
受
け
入
れ
る
事
の
重
要
性

を
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

答弁
相
談
場
所
は
、
湯
沢
町
総

合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
療
育
発
達
支
援
事
業
の
乳
幼
児

検
診
で
発
達
課
題
の
あ
る
子
を
見

つ
け
、
親
子
教
室
へ
の
参
加
を
促

し
た
り
、
精
神
科
医
師
の
未
熟
児

ク
ラ
ス
巡
回
で
、
課
題
が
あ
る
子

の
、
発
達
状
況
の
確
認
や
親
子
教

室
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
る
。

療
育
医
療

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト

事
業

質問
湯
沢
町
は
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン

シ
ョ
ン
に
居
住
し
て
い
る

独
居
老
人
の
方
が
多
数
お
ら
れ
る
。

個
人
情
報
は
町
と
し
て
把
握
で
き

な
い
現
状
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
あ
れ
ば
、
独

居
老
人
の
方
と
湯
沢
町
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
。

答弁
調
査
検
討
す
る
。

質問
湯
沢
町
観
光
町
づ
く
り
機

構
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

ど
の
よ
う
に
予
算
に
組
み
込
む
の

か
。答弁

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
次
年

度
に
必
要
な
予
算
を
集
約

し
、
理
事
会
で
決
定
す
る
。
そ
れ

を
受
け
、
企
画
観
光
課
内
、
一
般

社
団
法
人
湯
沢
町
観
光
町
づ
く
り

機
構
運
営
支
援
補
助
金
要
項
に
基

湯
沢
町
づ
く
り

機
構
補
助
金

づ
い
て
査
定
し
、
予
算
案
に
反
映

す
る
。

質問
機
構
の
補
助
金
申
請
は
、

当
年
の
、
収
入
・
経
費
・

イ
ベ
ン
ト
費
用
、
特
別
費
用
を
現

状
予
測
し
た
申
請
額
に
な
ら
な
い

か
。答弁

当
年
度
の
収
入
支
出
を
参

考
に
し
て
試
算
・
積
算
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質問
Ｇ
Ｘ
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
社
会
改
革

を
目
指
す
取
組
み
。
自
然
と
協
調

を
目
指
す
湯
沢
町
の
Ｇ
Ｘ
の
取
組
み

Ｄ
Ｘ
と
Ｇ
Ｘ

は
。答弁

Ｇ
Ｘ
を
湯
沢
町
で
も
積
極

的
に
取
組
む
。

質問
Ａ
Ｉ
の
需
要
が
急
速
拡
大

で
、
デ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー

を
新
設
、
活
用
を
推
進
し
て
い
る

が
湯
沢
町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
熱
源
を
利
用

し
ノ
リ
タ
跡
地
の
企
業
誘
致
も
考

え
ら
れ
る
が
。

答弁
雇
用
の
場
所
や
新
た
な
展

開
が
あ
れ
ば
町
と
し
て
取

組
む
。

Ａ
Ｉ
普
及
で

デ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー

需
要
拡
大

■AIの普及による
　データセンター
　需要拡大の理由と
　事例、課題を解説
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湯沢町消防団の出動報酬は
０だが

令和６年度より支払うよう
準備

南
な

　雲
ぐ も

　好
よ し

　幸
ゆ き

（文責）

質問
消
防
庁
で
は
、
年
額
報
酬

は
団
員
１
人
当
た
り
３
万

６
，５
０
０
円
、
災
害
出
動
は
１

日
８
，０
０
０
円
を
基
準
。
町
の

条
例
は
、
年
額
報
酬
２
万
５
，０

０
０
円
。
災
害
出
動
は
記
載
が
無

い
が
。

答弁
団
員
の
処
遇
改
善
指
針
に

基
づ
き
、
令
和
６
年
度
よ

り
団
員
の
年
額
報
酬
を
標
準
額
と

同
額
の
３
万
６
，５
０
０
円
、
災

害
出
動
は
１
日
８
，０
０
０
円
に

改
定
準
備
中
。

質問
宮
林
か
ら
湯
沢
学
園
前
を

通
る
県
道
は
交
通
量
が
多

く
、
学
園
前
は
、
児
童
・
生
徒
が

集
中
す
る
。
防
犯
上
・
交
通
安
全

上
設
置
を
望
む
声
が
あ
る
。

答弁
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
抑

止
に
は
効
果
的
、
通
学
時

の
交
通
事
故
防
止
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
見
守
り
が
効
果
的

と
考
え
る
。

Q
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
状
況
と

今
後
の
方
向
性
は

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
町
有

施
設
７
ヶ
所
・
今
後
必

要
性
に
応
じ
て
検
討

A

民
に
分
り
易
く
親
し
み
の
あ
る
象

徴
的
内
容
に
集
約
し
た
大
綱
に
な

ら
な
い
か
。

答弁
湯
沢
学
園
の
教
育
目
標

「
人
を
想
い
、
我
を
磨
く
」

が
全
て
を
言
い
表
し
て
い
る
。
学

園
の
教
育
活
動
や
特
色
を
一
層
明

確
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

質問
教
育
目
標
実
現
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
協
働
、
学

力
向
上
と
系
統
的
、
継
続
的
な
教

育
の
実
現
に
は
、
先
生
方
の
任
期

３
年
で
は
難
し
い
の
で
は
。

教育長

答弁
英
検
３
級
合
格
目
標
と
受

験
料
助
成
を
計
画
。
観
光

立
町
湯
沢
町
。
停
止
中
の
英
語
版

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
現
は
、
町

の
活
性
化
の
一
助
へ
。
魅
力
あ
る

教
育
活
動
が
教
員
の
や
り
甲
斐
に

も
繋
が
り
、
湯
沢
学
園
で
頑
張
り

た
い
と
思
う
教
員
の
育
成
を
願
う
。

Q
魅
力
あ
る
教
育
の

新
た
な
取
組
み
は

英
検
３
級
合
格
を
目
標

に
し
た
取
組
み
と
受
験

料
助
成
を
計
画

A

質問
落
ち
葉
が
水
路
を
詰
ま
ら

せ
て
い
る
と
の
声
、
ま
た

旧
土
樽
小
学
校
の
桜
の
木
も
伐
採

と
い
う
声
も
聞
い
た
が
。

答弁
枝
や
落
ち
葉
の
問
合
せ
に

は
対
応
す
る
。
伐
採
は
聞

い
て
い
な
い
。
土
樽
小
学
校
の
桜

は
、
昭
和
30
年
代
に
地
区
の
方
々

の
寄
付
に
よ
り
植
樹
。
危
険
な
ら

伐
採
も
あ
り
得
る
が
、
土
樽
地
区

に
限
ら
ず
、
意
向
調
査
の
上
で
検

討
す
る
。

質問
新
教
育
大
綱
は
今
ま
で
通

り
の
全
方
位
網
羅
型
か
。

首
長
か
ら
の
独
立
か
ら
法
改
正
さ

れ
、
首
長
が
教
育
の
方
向
性
を
示

せ
る
の
が
教
育
大
綱
の
は
ず
。
町

Q
旧
小
学
校
の

桜
等
の
管
理
は

町
が
行
っ
て
い
る

AQ
来
年
度
新
教
育

大
綱
の
進
捗
は

学
園
開
校
１0
年

成
果
と
課
題
に
つ
い
て

検
討
中

A

秋季消防演習

児童・生徒の通学時間、交通量の多い湯沢学園前
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湯沢町消防団女性部の
必要性をどう考えるか

女性目線での活躍が
期待される

渡
わ た

　辺
な べ

　千
ち

　恵
え

（文責）

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
に
つ
い
て

質問
先
月
、
新
潟
県
女
性
消
防

団
員
活
性
化
大
会
に
参
加

し
、
各
市
町
村
の
取
り
組
み
を
見

て
改
め
て
湯
沢
町
に
も
作
る
必
要

性
を
感
じ
た
。
理
由
と
し
て
は

・�

今
ま
で
以
上
に
地
域
に
密
着
し

た
活
動
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

・�
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
子
供
や
高

齢
者
に
も
自
主
防
災
に
つ
い
て

の
心
構
え
や
行
動
を
伝
え
ら
れ

る
の
で
は
。

・�

火
災
、
災
害
が

昼
間
起
き
た
場

合
に
男
性
不
在

時
、
少
し
で
も

早
く
初
動
が
で

き
る
の
で
は
。

・�

消
火
器
の
使
い

か
た
や
心
肺
蘇

生
な
ど
を
浸
透

さ
せ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ

げ
ら
れ
る
。
災
害

が
起
こ
っ
た
場

合
「
自
助
、
公

助
、
共
助
」
が
大

切
で
あ
る
が
一
番

は
「
自
助
」
で
あ

質問
今
ま
で
使
っ
て
い
た
高
速

高
架
下
が
工
事
の
た
め
使

え
ず
、
今
年
度
は
月
２
回
の
小
学

生
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
教
室
を
旧

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
脇
の
駐
車
場
で

行
っ
て
き
た
。
ま
た
多
く
の
署
名

も
出
さ
れ
て
い
る
。
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
に
つ
い
て
の
今
後
の
可
能

性
に
つ
い
て

・�

昔
は
遊
び
の
一
つ
だ
っ
た
が
現

在
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
認
識

に
変
わ
っ
て
い
る
。

・�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
な
り
、

子
供
達
の
夢
に
も
繋
が
る
。

・�

部
活
動
地
域
移
行
の
中
、
子
供

達
の
選
択
肢
の
一
つ
に
な
る
可

能
性
も
あ
る
。

・�

小
さ
な
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、

ま
た
親
子
で
同
じ
こ
と
を
楽
し

め
る
。

・�

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
が
で
き
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
ア
ー
バ
ン

ス
ポ
ー
ツ
に
も
繋
が
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
は
。

な
ど
で
す
。
ま
ず
は
高
架
下
を
含

め
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を
作
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

る
。
状
況
に
応
じ
、
適
切
な
避
難
、

行
動
を
行
う
な
ど
自
分
自
身
の
命

や
安
全
を
守
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

日
常
か
ら
意
識
、
対
応
す
る
た
め

の
啓
発
活
動
に
女
性
消
防
団
の
存

在
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
。

答弁
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細

や
か
な
活
動
が
期
待
さ
れ

る
が
町
が
決
定
権
が
な
い
の
で
、

消
防
団
、
南
魚
沼
消
防
な
ど
と
協

議
を
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

答弁
大
き
な
こ
と
は
予
算
、

ニ
ー
ズ
の
問
題
か
ら
で
き

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

小
学
生
な
ど
も
興
味
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
今
後
、
高
架
下
を
含
め

考
え
て
い
き
た
い
。

質問
道
具
も
古
く
な
り
怪
我
な

ど
が
心
配
さ
れ
る
。
道
具

に
つ
い
て
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
助
成
金
が

適
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答弁
申
請
が
通
る
か
わ
か
ら
な

い
が
申
請
を
考
え
て
い
き

た
い
。（
助
成
金
は
セ
ク
シ
ョ
ン

部
門
で
７
５
０
万
円
の
４
／
５
の

範
囲
）

新潟県女性消防団員活性化大会

小学生スケートボード教室
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今後のエンディング事業へ
の取り組みは

湯沢町としてどのような取り
組みができるか調査検討する

水
み ず

　谷
た に

　幸
ゆ き

　乃
の

（文責）

Q
学
力
調
査
に
お
け
る
ウ
ェル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
指
標
調
査
の
評
価
と
課
題
は

Q
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
活
用
し

就
職
相
談
や
仕
事
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の

取
り
組
み
は
い
か
が
か

A
全
体
的
に
全
国
平
均
を
上
回
る
結
果

で
あ
る
。
教
育
基
盤
を
確
立
し
そ
の

上
で
柔
軟
な
対
応
が
必
要

A
就
職
相
談
は
難
し
い
が
Ｐ
Ｒ
と
い
う

点
は
大
切
で
あ
る

関
係
団
体
と
協
議
し
て
検
討
す
る

質問
独
居
や
高
齢
者
の
把
握
の

方
法
は
。

答弁
人
数
は
住
民
基
本
台
帳
で

把
握
。
地
区
担
当
保
健
師

や
そ
の
他
検
診
事
業
、
民
生
委
員

や
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
住
民

な
ど
を
通
し
把
握
し
て
い
る
。

質問
身
元
確
認
や
身
元
引
受
人

の
問
い
合
わ
せ
の
実
例
は

あ
る
か
。

答弁
地
域
連
携
室
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
は
あ
っ
た
。

質問
問
い
合
わ
せ
時
に
迅
速
に

情
報
提
供
で
き
る
状
況
に

あ
る
か
。

答弁
可
能
な
限
り
直
ぐ
に
対
応

し
て
い
る
。
行
政
か
ら
地

域
連
携
室
へ
の
問
い
合
わ
せ
も
あ

り
、
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

質問
町
全
と
し
て
福
祉
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
あ
り
方
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答弁
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
知

り
、
興
味
関
心
を
持
つ
場
と
し
て

定
着
し
て
い
る
と
考
え
る
。

質問
今
年
度
湯
沢
学
園
の
生
徒

も
ブ
ー
ス
も
出
店
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
も
な
る

と
考
え
る
が
そ
の
点
に
つ
い
て
は

い
か
が
か
。

答弁
将
来
を
見
据
え
た
福
祉
対

策
の
た
め
に
も
良
い
こ
と

で
あ
っ
た
。
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
参
加
も
推
奨
し
て
い
き

た
い
。

質問
町
全
体
で
介
護
・
福
祉
に

興
味
関
心
を
持
て
る
取
り

組
み
は
考
え
て
い
な
い
か
。

答弁
新
た
な
取
り
組
み
は
考
え

て
い
な
い
。
検
討
す
る
。

質問
課
題
に
対
す
る
対
策
は
ど

う
か
。

答弁
学
校
評
価
を
通
じ
、
地

域
・
保
護
者
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
対
応
を
考
え
る
。

質問
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
観

点
か
ら
の
今
後
の
湯
沢
学

園
の
教
育
を
伺
う
。

答弁
学
園
内
だ
け
で
な
く
外
で

多
く
の
人
・
モ
ノ
・
コ
ト

と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
す
る
。

人
を
思
う
こ
と
が
で
き
る
人
は
自

分
を
大
切
に
で
き
る
人
。
湯
沢
学

園
に
通
う
こ
と
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
答
え
に
な
る
教
育
で
あ
り

た
い
。

質問
湯
沢
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
全

体
を
巻
き
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
掲
載
が
な
い
が
予

定
は
あ
る
か
。

答弁
現
在
活
動
の
１
つ
と
し
て

教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
活
動
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
確
認
し
、
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

令和5年ふれあい福祉健康フェスティバル
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議
員
全
員
協
議
会

�

令
和
５
年
度
の
湯
沢
小
・
中
学
校
の�

�

学
力
実
態
に
つ
い
て�

・ 

学
力
統
計
（
Ｎ
Ｒ
Ｔ
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
）
の
結
果
か
ら
、
現
状
を

把
握
し
、
今
後
の
教
育
方
法
の
改
善
・

反
映
へ
と
活
か
す
。

・ 

対
象
科
目
は
、
小
学
生
は
国
語
と
算
数

（
数
学
）、
中
学
生
は
社
会
、
理
科
、
英

語
を
含
ん
だ
学
力
調
査
。

・ 

国
語
は
全
国
平
均
を
上
回
る
ク
ラ
ス
が

あ
る
が
、
算
数
と
社
会
は
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
い
た
。
理
科
は
昨
年
よ
り
も

数
値
を
伸
ば
し
た
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
。

・ 

令
和
２
年
度
か
ら
の
調
査
推
移
は
上
向

い
て
い
た
が
、
学
校
全
体
で
見
て
み
る

と
、
令
和
５
年
度
は
小
・
中
学
校
と
も

に
全
教
科
で
全
国
平
均
を
下
回
る
結
果

と
な
っ
た
。

・ 

た
だ
し
、
英
語
の
話
す
調
査
は
全
国
的

に
正
答
率
が
低
く
か
っ
た
が
、
湯
沢
中

は
全
国
平
均
を
上
回
る
結
果
。

・ 

学
習
状
況
調
査
で
は
、
基
本
的
生
活
習

慣
を
調
査
し
て
お
り
３
項
目
の
「
朝

食
」「
就
寝
」「
起
床
」
は
全
国
と
比
較

す
る
と
学
年
毎
に
よ
っ
て
変
動
が
あ
っ

た
。

９
月
21
日�
㈭　
第
12
回

・ 

学
力
調
査
と
学
習
状
況
調
査
と
を
ク
ロ

ス
集
計
す
る
と
、
平
均
正
答
率
が
高
い

児
童
は
「
平
日
に
勉
強
す
る
こ
と
が
多

い
」「
読
書
が
好
き
で
あ
る
」
と
い
う

分
析
結
果
で
あ
っ
た
。

・ 

湯
沢
学
園
と
し
て
は
夏
季
休
業
中
に
全

教
員
を
対
象
と
し
た
職
員
研
修
を
実
施
、

教
員
の
指
導
力
向
上
に
取
り
組
み
つ
つ
、

調
査
結
果
に
基
づ
い
た
改
善
策
を
策
定

し
、
学
力
向
上
に
務
め
て
い
く
。

Q

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
動
画
視
聴
の
調
査

は
無
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
独
自
に
調
査
を

す
る
予
定
は
あ
る
か
。

A

今
回
の
調
査
で
は
無
か
っ
た
が
、
そ

れ
ら
の
影
響
は
色
濃
く
出
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
開
校
以
来
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ル
を

作
成
し
、
学
年
毎
に
目
標
値
や
約
束
事
を

定
め
て
い
る
が
、
や
や
形
骸
化
し
て
い
る

こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。
学
校
運
営
協
議

会
と
協
力
し
て
、
各
家
庭
へ
の
働
き
か
け

を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
く
。

Q

地
域
全
体
で
子
育
て
が
で
き
る
仕
組

み
を
議
論
で
き
な
い
か
。

A

コ
ロ
ナ
に
よ
る
３
年
間
で
地
域
と
の

関
わ
り
が
止
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
と
思
う
。
現
実
の
体
験
、
生
の
体

験
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
で
あ
る
。

湯
沢
な
ら
で
は
の
体
験
活
動
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
。

Q

子
供
た
ち
に
は
、
20
年
後
、
30
年
後
、

40
年
後
に
活
躍
す
る
た
め
の
能
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
前
提
で
は
な
い
か
。

が
。

A

20
年
後
は
今
あ
る
半
分
の
仕
事
が
無

く
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
、

人
と
し
て
の
力
が
重
要
に
な
る
。
子
供
た

ち
に
は
「
考
え
る
力
」
を
育
て
て
い
き
、

自
ら
考
え
行
動
で
き
る
人
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

湯
沢
高
原
の
決
算
に
つ
い
て�

・ 

２
０
２
２
年
６
月
～
２
０
２
３
年
５
月

期
の
状
況
は
、
来
場
者
数
が
１
６
７
，

９
８
４
人
で
対
前
年
比
１
３
８
．３
％
。

売
上
は
６
億
４
，４
０
６
万
９
千
円
で

対
前
年
比
１
４
６
．８
％
。
来
場
割
合

が
多
い
ス
キ
ー
修
学
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ

前
の
校
数
20
校
、
利
用
人
数
約
８
，０

０
０
名
ま
で
回
復
。

・ 

売
上
で
は
、
３
億
３
，６
８
２
万
９
千

円
、
対
前
年
比
１
６
０
．９
％
、
コ
ロ

ナ
前
を
超
え
る
売
上
と
な
っ
た
。

・ 
春
シ
ー
ズ
ン
は
、
連
休
中
日
の
４
日
間

で
約
３
，２
０
０
名
の
来
場
と
な
り
、

コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て
き
て
い
る
状
況
。

・ 

３
年
間
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
赤
字
で
あ
っ

た
が
、
今
期
は
黒
字
と
な
り
、
４
年
ぶ

り
に
第
三
者
地
代
及
び
施
設
使
用
料
が

支
払
わ
れ
た
。

・ 

第
三
者
地
代
５
，９
２
３
，２
６
５
円

　
施
設
使
用
料
１
７
，８
１
４
，０
２
４
円

�

豊
島
区
と
の
協
定
締
結
に
つ
い
て�

・ 

豊
島
区
と
の
交
流
は
平
成
22
年
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、
12
月
６
日
に
協
定
締
結

式
を
開
催
予
定
。
主
な
交
流
案
は
、

・ 

豊
島
区
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の

ブ
ー
ス
設
置

・ 

豊
島
区
内
で
行
わ
れ
る
ア
ウ
ト
ド
ア

フ
ェ
ス
へ
の
協
賛

・ 

湯
沢
町
交
流
都
市
と
の
交
流
促
進
事
業

補
助
金

・ 

協
定
は
相
互
交
流
都
市
協
定
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
交
流
が
可
能
。

�

正
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て�

・ 

正
副
議
長
の
選
出
は
地
方
自
治
法
第
１

１
８
条
第
１
項
も
し
く
は
第
２
項
に
基

づ
い
て
選
挙
で
決
定
す
る
。

・ 

確
認
の
結
果
、
議
長
に
は
１
名
の
希
望

者
（
白
井
孝
雄
議
員
）、
副
議
長
も
１

名
の
希
望
者
（
宮
田
眞
理
子
議
員
）
で

あ
り
、
全
議
員
に
諮
っ
た
結
果
、
本
会

議
に
お
い
て
選
挙
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

11
月
8
日�

㈬　
第
13
回
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

�

湯
沢
町
の
防
災�

　
緊
急
情
報
等
の
伝
達
方
法
は
、
電
話
・

広
報
車
・
緊
急
情
報
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報

メ
ー
ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
防
災
行
政
無
線
・

消
防
無
線
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
装
置
・
防
災
ラ

ジ
オ
。
災
害
用
非
常
食
は
、
ご
飯
・
パ
ン

８
，０
０
０
食
。
町
民
１
／
３
（
２
，６
０

０
人
）
の
３
食
／
日
分
を
備
蓄
。
近
隣
市

町
村
と
も
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
消

費
期
限
が
近
い
も
の
は
社
会
福
祉
協
議
会

へ
提
供
。

Q

地
域
ご
と
に
想
定
さ
れ
る
災
害
に
対

す
る
訓
練
が
必
要
と
考
え
る
。

A

実
施
で
き
る
よ
う
、
各
地
区
の
自
主

防
災
組
織
を
中
心
に
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

検
討
。

Q

湯
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
訓
練

の
実
施
予
定
は
。

A

今
後
総
合
訓
練
の
中
で
検
討
す
る
。

�

湯
沢
町
の
入
札
と
契
約
状
況�

　
入
札
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
説
明
と
令

和
２
～
４
年
の
入
札
件
数
の
報
告
。

Q

入
札
は
課
ご
と
の
管
理
か
。

A

全
て
総
務
課
の
管
轄
で
あ
る
。

Q

建
設
工
事
請
負
業
者
の
ラ
ン
ク
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ
る
か
。

A

掲
載
し
て
い
な
い
。

　
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
を
契
約
例
と

し
て
説
明
。
契
約
期
間
10
年
へ
変
更
。
自

動
更
新
は
行
わ
な
い
。
専
門
的
な
分
野
以

外
の
工
事
は
一
般
入
札
で
実
施
。

Q

売
却
に
つ
い
て
そ
の
後
の
進
展
は
。

A

譲
渡
を
含
め
話
は
あ
っ
た
が
、
現
在

は
進
展
な
し
。

�

湯
沢
学
園
の
運
営
状
況
と
関
連
委
員�
�

会
の
協
議
内
容�

　
夏
休
み
か
ら
外
部
の
指
導
支
援
を
取
り

入
れ
、
校
内
指
導
体
制
や
保
護
者
対
応
を

徹
底
。
授
業
中
の
様
子
は
落
ち
着
い
て
き

た
。
湯
沢
学
園
運
営
協
議
会
の
主
な
取
り

組
み
は
、
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
運
営

協
力
、
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進
等
。
拡
大

委
員
会
を
開
催
し
、
全
職
員
と
の
懇
談
、

学
園
の
課
題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
協
議
を
実
施
。

Q

湯
沢
学
園
協
議
会
に
外
部
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
入
れ
る
予
定
は
。

A

現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

Q

教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
学
習
発
表

会
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
方
向
性
は
。

A

来
年
度
に
向
け
検
討
。

�

雪
国
館
改
修
工
事
の
進
捗
状
況�

　
改
修
工
事
の
ハ
ー
ド
面
は
主
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
。
構
造

設
計
の
変
更
等
に
伴
い
工
事
日
程
変
更
あ

り
。
ソ
フ
ト
面
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、

多
言
語
対
応
を
導
入
予
定
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
は
イ
ベ
ン
ト
時
に
の

み
投
影
予
定
。

Q

設
計
は
ど
こ
が
受
け
て
い
る
の
か
。

A

ソ
フ
ト
面
は
三
条
印
刷
、
建
物
は
関

越
総
合
企
画
設
計
。

Q

説
明
の
多
言
語
対
応
の
方
法
は
。

A

ス
マ
ホ
の
対
応
を
検
討
。

Q

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
は

イ
ベ
ン
ト
以
外
で
も
投
影
す
べ
き
で
は
。

A

今
後
検
討
。

�
指
定
管
理
施
設
の
現
状
と
課
題�

　
教
育
課
の
指
定
管
理
施
設
は
雪
国
館
と

児
童
ク
ラ
ブ
。
雪
国
館
は
、
湯
沢
町
観
光

ま
ち
づ
く
り
機
構
が
管
理
。
貴
重
な
歴
史
、

民
俗
資
料
等
の
保
全
管
理
は
引
き
続
き
町

が
関
与
。
令
和
４
年
度
の
入
館
者
数
は
コ

閉
会
中
の
常
任
委
員
会
調
査

 
※ 

閉
会
中
常
任
委
員
会
調
査
は
、
閉
会
中
（
定
例
議
会
と
定
例
議
会
の
間
）
に
行
わ
れ

る
継
続
審
査
や
、
調
査
の
必
要
が
あ
る
議
題
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
委
員
会
で
す
。

ロ
ナ
前
に
戻
っ
て
き
た
。
改
修
工
事
完
了

後
、
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
湯
沢
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
管
理
。
今
ま
で
は
小
学
３
年
生
ま

で
の
受
け
入
れ
だ
っ
た
が
子
育
て
支
援
棟

内
へ
の
移
行
に
伴
い
、
６
年
生
ま
で
に
拡

大
。
周
知
し
利
用
者
増
加
を
進
め
る
。

�

そ
の
他�

　
町
民
懇
談
会
を
１
月
末
か
ら
２
月
頃
に

検
討
中
。
１
月
の
議
会
だ
よ
り
や
広
報
で

お
知
ら
せ
予
定
。
今
回
は
子
育
て
世
代
を

対
象
と
し
、
題
材
に
つ
い
て
は
検
討
中
。

�

湯
沢
町
の
介
護
人
材
の
現
状
と
課
題�

　
町
内
福
祉
事
業
所
の
職
員
数
は
令
和
３

年
度
末
よ
り
減
少
。
介
護
人
材
就
職
支
援

金
支
給
事
業
、
介
護
人
材
確
保
支
援
事
業

補
助
金
は
前
年
度
よ
り
増
加
。
令
和
４
年

度
か
ら
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
処
遇
改
善

補
助
を
施
設
し
た
が
、
ど
の
事
業
所
も
改

善
な
し
。

Q

離
職
の
理
由
は
ど
う
か
。�

A

追
及
し
て
い
な
い
。 

�

湯
沢
町
の
療
育
事
業
の
現
状
と
課
題�

　
未
就
学
児
童
に
対
す
る
児
童
発
達
支
援

と
就
学
児
童
に
対
す
る
放
課
後
等
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
を
町
内
事
業
者
こ
こ
い
ろ
ス

生
活
福
祉
常
任
委
員
会
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ペ
ー
ス
が
実
施
。「
親
子
教
室
」「
の
び
の

び
教
室
」「
こ
と
ば
の
教
室
」
を
町
内
事

業
と
し
実
施
。
継
続
的
な
相
談
支
援
が
難

し
い
こ
と
が
課
題
。

Q

支
援
学
校
の
子
供
を
こ
こ
い
ろ
で
は

見
て
い
る
か
。

A

一
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
う
け
て
い
る
。 

�

湯
沢
町
の
終
活
支
援
事
業
の
現
状
と�

�

課
題�

　
地
域
ケ
ア
会
議
に
て
情
報
共
有
や
勉
強

会
を
開
催
。
社
会
福
祉
協
議
会
や
湯
沢
病

院
で
も
終
活
事
業
関
連
の
勉
強
会
を
開
催
。

独
居
高
齢
者
や
町
民
全
体
へ
の
周
知
が
課

題
。

�

湯
沢
町
の
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

�

支
援
事
業
の
現
状
と
課
題�

　
湯
沢
つ
な
が
り
隊
の
会
員
実
人
数
は
41

名
、
利
用
実
人
数
は
52
名
。
そ
の
他
各
種

事
業
も
行
っ
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

数
が
減
少
し
負
担
が
増
加
。
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
負
担

増
加
が
課
題
。

Q

人
材
不
足
に
対
し
て
の
根
本
的
解
決

方
法
は
。

A

根
源
は
少
子
高
齢
化
。
国
は
地
方
創

生
で
進
め
て
い
る
。

Q

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
有
償
化
は
如
何
か
。

A

つ
な
が
り
隊
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
有

償
。
予
防
事
業
は
会
計
年
度
任
用
職
員
。

�

湯
沢
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
機
構
の
プ�

�

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
進
捗
状
況�

　
６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
詳
細
報
告
あ
り
。

�

湯
沢
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
機
構
運
営�

�

支
援
補
助
金
の
補
助
額
算
出
方
法�

　
令
和
6
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針
に
基

づ
き
査
定
し
、
予
算
要
求
額
を
決
定
。

Q

コ
ス
モ
ス
ラ
ン
フ
ェ
ス
タ
の
評
価
は
。

A

大
変
厳
し
い
評
価
が
あ
っ
た
。
民
間

移
行
し
初
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、
評
価
を

踏
ま
え
て
改
善
す
る
。

�

冬
季
除
雪
事
業
に
つ
い
て�

　
除
雪
体
制
に
つ
い
て
詳
細
説
明
あ
り
。

　
作
業
時
間
‥
午
前
4
時
～
午
後
5
時

　
除
雪
業
者
‥

　

  

湯
沢
町
道
路
除
排
雪
特
定
共
同
企
業
体

　
（
㈱
湯
沢
重
機
建
設
、
㈱
山
井
建
設
、

　
㈱
文
明
屋
、
新
潟
み
ら
い
建
設
㈱
）

Q

除
雪
作
業
時
の
服
装
・
行
動
の
改
善

を
。�

A

苦
情
を
受
け
即
座
に
該
当
業
者
へ
注

意
を
実
施
。
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

Q

違
法
駐
車
に
よ
り
除
雪
が
困
難
地
区

へ
の
対
応
は
？

A

駐
車
車
両
の
撤
去
対
策
を
引
き
続
き

啓
発
し
て
い
く
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

令
和
５
年
度
秋
冬
観
光
政
策
に
つ
い
て�

　
リ
ゾ
ー
ト
形
成
促
進
事
業
内
容
の
詳
細
、

路
線
バ
ス
運
行
問
題
、
越
後
湯
沢
駅
東
口

ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
善
等
に
つ
い
て
詳
細
報

告
を
受
け
る
。

Q

ナ
イ
ト
マ
ル
シ
ェ
は
、
屋
内
開
催
も

検
討
が
必
要
か
。

A

費
用
対
効
果
も
含
め
検
討
。

Q

花
火
へ
の
予
算
確
保
予
定
は
。

A

補
助
金
を
出
す
予
定
は
な
し
。

�

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況�

　
件
数
、
金
額
と
も
に
増
加
。
一
部
業
務

を
民
間
委
託
。

　
受
託
者
‥
㈱
ふ
る
ら
ぶ

Q

地
場
産
の
品
物
を
地
元
で
加
工
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
規
制
が
で
き
た
。
現
在

の
返
礼
品
へ
の
影
響
は
。

A

フ
ジ
ロ
ッ
ク
関
係
の
ボ
ッ
ク
ス

テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
基
準
外
と
な
り
担
当
が
対

応
中
。

�
移
住
定
住
の
委
託
事
業
に
つ
い
て�

　
受
託
者
‥
き
ら
星
㈱

　

移
住
生
活
体
験
施
設
の
管
理
・
運
営 

移
住
相
談
対
応
。
移
住
相
談
会
へ
の
参
加
、

自
主
開
催
24
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
醸
成
に
つ

な
が
る
交
流
会
の
開
催
、
情
報
発
信
（
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ａ
寄
稿
）
空
き

家
バ
ン
ク
申
込
物
件
調
査
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
ヘ
の
掲
載
．

Q

複
数
世
帯
の
住
居
形
態
は
。

A

戸
建
て
希
望
が
多
い
。

�

農
作
物
の
作
柄
状
況
と
鳥
獣
被
害�

 

米
の
品
質
低
下
の
主
な
要
因
は
、
異
常

高
温
に
よ
る
心
白
粒
、
背
白
、
肌
ず
れ
等
。

鳥
獣
被
害
は
ア
ラ
イ
グ
マ
の
出
没
あ
り
。

外
来
種
で
あ
り
繁
殖
力
が
高
く
、
個
体
数

増
加
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
今
後
警
戒
。

Q

イ
ノ
シ
シ
の
出
没
増
加
中
。
４
～
5

月
ま
で
の
間
に
捕
獲
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

A

春
の
残
雪
期
に
足
跡
を
か
け
て
鉄
砲

で
撃
つ
の
が
有
効
。

�

管
内
視
察
（
地
域
整
備
部
建
設
課
事�

�

業
）
実
施�

①
主
水
公
園
整
備
工
事

②
区
画
街
路
４
号
線
他
舗
装
修
繕
工
事 

③ 

区
画
街
路
４
号
線
他
消
雪
パ
イ
プ
打
替

え
工
事

④
み
つ
ま
た
親
水
公
園
整
備
工
事
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管外視察研修報告 生活福祉常任委員会
東京都・神奈川県　10月31日〜11月2日

10月31日㈫ 八王子市役所「介護人材の確保について」

11月 1日㈬
横浜市総合リハビリテーションセンター「療育事業について」
横須賀市役所「終活支援事業（エンディングサポート事業）について」

11月 2日㈭ 大井町役場「介護予防ボランティア支援事業について」

上記日程で視察研修を行って参りました。
【視察参加者】　副議長‥白井孝雄 　
　　　　　　　生活福祉常任委員会委員長‥宮田眞理子
　　　　　　　生活福祉常任委員会副委員長‥南雲あや子 
　　　　　　　生活福祉常任委員会委員‥岸野雅人・髙橋政喜・並木利彦・南雲好幸・水谷幸乃 
　　　　　　　健康福祉部長‥田村雅彦　健康福祉部保健師‥南雲かおる　議会事務局‥南雲佐智子

�八王子市役所行政視察「介護人材の確保について」�
【八王子市の出席者】　福祉部 高齢者いきいき課 課長 以下３名
【介護人材確保施策】　介護人材の確保・定着・育成（事業展開のイメージは「目指せキャリアアップ」）

【所感】　 これだけの対策を行い、またアンケート調査や活動実績・活動成果を検証し、計画期間中でも事
業の見直しを実施していてもなお人材確保が難しくなってきている。 八王子市の介護認定率が低
いという根拠は、介護予防事業によると分析されている。これは、湯沢町にも当てはまっている要
素である。人口減少の進む将来に向け、まずは健康で生活できるよう予防事業の充実が必要である
と実感した。

�横浜市総合リハビリテーションセンター発達支援事業行政視察�
【横浜市の出席者】　横浜市こども青少年局 紹介児福祉保健課 係長　及び職員１名
　　　　　　　　　社会福祉法人 横浜市リハビリテーション事業団 理事長　以下５名

【所感】　 国内最大の政令指定都市である横浜市ですら障害児童の増加傾向に対応できていないという。
 　採用困難職種で人手不足。特効薬が無いため医師のなり手も少ない。しかし特効薬が無い代わり
に療育があり、また、保健医療で賄えない部分を福祉で補い、更には、社会経済的に有益であると
のこと。財政的に大きくなければできないことではある。障害児童の療育支援は専門家が必要。発

介護人材確保施策 財源 介護人材確保施策 財源
① 生活支援ヘルパー研修 介護特会 ⑥ 資格取得支援 東京都 ３／４
② 入門的研修 介護特会 ⑦ 介護事業所経営課題解決支援 東京都 ３／４
③ 介護助手就職相談会 介護特会 ⑧ 認知症介護基礎研修 東京都 ３／４
④ 福祉のしごと就職フェア 東京都 １／２ ⑨ 介護人材表彰制度
⑤ 日本語学習支援 東京都 １／２

【地域療育センターの概要と発達支援事業】 
　横浜市では、心身に障害のある児童及びその疑いのある児童の地域における療育体制の充実及
び福祉の向上を目的として、市内各方面に「地域療育センター」を整備している。 

〈対象児童〉　   0歳から小学校期までの児童を対象に肢体不自由、知的障害など様々だが、現状初診
を受けた児童の6割以上を発達障害が占めている。 

〈利用申込〉　子供の数が減少する中にあって、全体としては増加傾向が続いている。
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達障害は成長期の適正な時期に対処することが重要であるため、明らかに公的支援が必要な事業で
ある。 我が町で考えた場合、障害児童についての一般の理解増進と専門事業者への支えを充実し
ていくことが重要と感じた。

�横須賀市終活支援事業（エンディングサポート事業）行政視察�
【横須賀市の出席者】　横須賀市民生局 福祉こども部地域福祉課 終活支援センター 主査 福祉専門官 北見氏
　　　　　　　　　　横須賀市議会 議会局 議事課長 川瀬氏

【横須賀市エンディングプランサポート事業について】
　終活支援：動機の原点

　独居死亡者の自宅で遺書が発見。しかし、預金をおろせる親族がいないため、男性の意思は生か
されない。本人のお金は生かせず、市は費用負担しているのに、生前意思を聞いていないため生か
せない。・・・なんとかできないか？ 

　最善の策は、生前解決であり、死後の市民の尊厳を守り、結果として歳出抑制になる。
　１ ，これからの市民は、自らの死後に責任を持つ努力を・・・エンディングノートのススメ
　２ ，これからの行政は、市民の努力に報いる制度の整備を

【所感】　「高齢化と少人数化で、家族力・親族力が弱くなった」「墓の核家族化」という分析もあった。
　独り身の方、家族とのつながりが希薄な方、また、地域力の低下など人間関係の希薄化は、家族
という最小単位のコミュニティ継続が崩壊してきた結果ではないか。現状の市民の生活課題と行政
の財政的課題解決は緊急性があるが、根本解決にはならない。本質的な家族・子孫の維持・継続を
どのように考え持続可能な社会を創るか議論が必要と感じた。湯沢町でも終活登録制度の整備は早
急に進めるべき。

�大井町介護予防ボランティア支援事業行政視察�
【大井町の出席者】　副議長　清水亜樹氏　
　　　　　　　　　福祉課長以下４名

【「おーい！元気会」運営サポーターの養成】
　運営サポーター養成講座の開催　全受講者数58名
　現在活動中のサポーター 20名

〈現サポーター年齢構成〉
　最高年齢76歳　最低年齢48歳

〈平均年齢〉
　登録時：62．７歳　
　現活動サポーター：67．２歳

【所感】　 自治会離れも進み、若い方に担ってもらう
ため報酬設定も必要な時代になった。しかし、
希望と可能性は、「町の手伝いというより、自分たちで計画し報酬ではなくサポーター自身が自分
の介護予防として行う」ところにあると感じた。湯沢町もこの仕掛けを制度化できたら良い。

終活登録制度の整備は急務
・ 倒れた本人の連絡先を知ろうにもスマホはロックがかかり、

１０４は機能せず。
最低でも行政の登録制度が必要
　路上で倒れた方がいても、誰なのか？　身元保証会社がどこ
なのか？　警察も消防も誰も分らない。皆、市役所にしか問い
合わせてこないので、登録制度は市町村による整備が最善。

視察研修

　ボランティア募集は、広報と主にチラシ
をスーパー等身近な所へ置く。申込みに繋
がるのは口コミが多い。介護ボランティア
の支援事業は、「おーい！元気会」への支援
のみ。若い方に担ってもらうため、ボラン
ティアポイント制度導入。（1回2時間参加
で1ポイント100円）
　自治会活動参加時に民生委員1 ／ 3が関
わり「報酬は要らない」という方々から始
まったのが大きい。町の手伝いというより、
自分たちで計画し報酬ではなくサポーター
自身が自分の介護予防として行っている。
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 議長就任のご挨拶
� 湯沢町議会議長　白 井 孝 雄　
　私は、故南雲正前議長が突然ご逝去されたことに伴い、昨年11月８日の
臨時議会において、多数の議員により信任をいただき第15代湯沢町議会議
長の要職に就くことになり、その責任の重さをひしひしと感じているとこ
ろであります。
　前議長が偉大だっただけに心配な点も多々ありますが、町民の皆様の代

表として、開かれた議会、信頼される議会、関心を持っていただける議会の実現に向け精一杯務め
させていただきます。
　昨年４月に行われた改選の結果、新人議員３名、女性議員が今までの倍の４名となりました。多
様な人材が参画することにより、これまで以上に若者や女性の声を町政に届けられることになると
思っています。二元代表制の一翼を担う議会として、執行機関と対等な立場に立ち、執行機関の行
政運営を民主的に監視・牽制し町民の福祉向上に繋がるよう、適切な議会運営に取り組んでまいり
ますので、ご支援とご協力をお願い申し上げます。

 副議長就任のご挨拶
� 湯沢町議会副議長　宮 田 眞理子　
　南雲　正　前議長のご逝去に伴い、令和５年11月８日の臨時議会におい
て、副議長に就任いたしました宮田でございます。
　前議長のご逝去から１カ月もたたないうちに議会の規則とは言え、議会
の中の構成を改めなくてはいけないのは辛いものでしたが、「前へ、前へ」
と前進してきたお気持ちを考え、これからは議員皆で、白井議長をお支え

してまいりたいと思います。
　１期目から３期目まで女性議員は一人でしたが、５期目の今は女性議員が４人に増えて議場も華
やかになったように感じます。女性の視点での意見も期待できます。また、ＩＴに強い議員も増え
ペーパーレス化等の改革にも期待できそうです。
　生活福祉常任委員長の最後の仕事となった研修では、多くの委員から一般質問が上がり、実りあ
る研修であったと思います。委員長は退くことになりましたが、今後は委員・副議長としてアグ
レッシブに頑張ります。
　より一層、町民と共にある「開かれた議会」を目指し努めてまいりますので、𠮟咤激励、ご支援、
ご協力をお願いいたします。
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